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121 東北のハリストス正教会

【
第
二
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

分
科
会
報
告
A

東
北
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

――
一
三
二
年
前
の
ニ
コ
ラ
イ
の
旅
を
辿
る

山　

口　

陽　

一

三
陸
沿
岸
は
、
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
宣
教
の
「
空
白
地
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
期
に
は
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
の
活
発
な
伝
教
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
を
宣
教
の
空
白
地
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
近
代
の
日
本
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
で
は
な
か
っ

た
か
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
つ
つ
一
三
二
年
前
の
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
三
陸
沿
岸
の
旅
を
辿
っ
て
み
た
い
。

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
に
よ
る
伝
教
は
、
一
八
六
九
年
に
仙
台
か
ら
始
ま
っ
て
周
辺
に
広
が
り
、
一
八
七
四
年
以
降
、
盛
岡
か
ら
釜
石
街

道
を
経
由
し
て
沿
岸
部
、
ま
た
岩
手
県
南
部
の
山
間
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
八
七
九
年
に
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
信
徒
は
四
〇
〇
〇
人
、

一
八
八
九
年
に
は
一
万
六
〇
〇
〇
人
と
な
る
。
こ
の
間
、
宣
教
師
は
わ
ず
か
三
人
で
あ
る
。
一
方
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
一
八
八
三
年
か
ら

の
リ
バ
イ
バ
ル
に
よ
り
、
八
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
信
徒
が
一
八
九
〇
年
に
は
三
万
四
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
た
。

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
五
月
一
九
日
、
東
京
を
発
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
は
七
月
ま
で
東
北
を
巡
回
す
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
東
北
伝
道

は
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
正
教
会
は
仙
台
の
五
四
五
人
を
は
じ
め
、
白
河
以
北
の
東
北
に
二
〇
〇
〇
人
を
は
る
か
に
超

え
る
信
徒
を
有
し
て
い
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
花
輪
か
ら
三
陸
の
宮
古
に
至
り
、
南
下
し
て
（
陸
中
）
山
田
を
訪
れ
た
。
信
徒
が
二
三
戸
に
五
四
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人
、
啓
蒙
者
（
洗
礼
志
願
者
）
三
一
人
、
ニ
コ
ラ
イ
は
信
徒
の
戸
数
を
記
す
。
山
田
で
は
前
年
に
火
事
が
あ
り
、
信
徒
約
一
五
人
の
家
が
焼

け
、
東
京
な
ど
の
教
会
か
ら
援
助
金
が
届
く
。
こ
れ
に
奮
起
し
た
信
徒
た
ち
は
献
金
し
て
聖
堂
を
建
て
、
一
二
年
後
の
受
洗
者
は
一
六
三
人

と
な
っ
て
い
る
（
二
巻
七
〇
―
七
一
頁
、
三
巻
三
一
八
頁
）
1
（

）。
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
九
年
の
地
震
と
大
津
波
の
た
め
聖
堂
は
焼
失
し
た
。
明

治
三
〇
年
代
後
半
に
現
在
地
に
移
転
し
て
歩
み
を
続
け
、
一
九
六
五
年
に
は
新
会
堂
が
成
聖
さ
れ
た
。
そ
の
聖
堂
が
今
回
の
津
波
で
再
び
被

災
し
焼
失
し
た
。

大
槌
は
二
五
戸
に
信
徒
四
八
人
、
啓
蒙
者
一
七
人
。
大
工
の
信
徒
を
中
心
に
自
分
た
ち
で
建
て
た
聖
堂
の
上
に
は
、
真
ん
中
に
黒
い
十
字

を
描
い
た
一
片
の
白
い
亜
麻
布
が
翻
っ
て
い
た
（
二
巻
七
二
―
七
三
頁
）。
し
か
し
、
一
二
年
後
に
ニ
コ
ラ
イ
が
訪
れ
た
時
、
教
会
は
衰
退

し
て
い
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
「
か
れ
ら
が
持
っ
て
い
た
貧
し
く
取
る
に
足
り
な
い
も
の
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
非
が
あ

る
の
だ
」、
と
日
記
に
記
し
て
い
る
（
三
巻
三
一
七
頁
）。

一
八
八
一
年
の
夏
、
ニ
コ
ラ
イ
は
南
下
を
続
け
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
釜
石
に
到
着
し
た
。
こ
こ
に
は
「
完
全
に
外
国
風
に
作
ら
れ
た

巨
大
な
施
設
」（
鉄
鉱
石
の
精
錬
所
）
が
あ
り
、
信
徒
は
二
〇
戸
以
上
四
八
人
、
啓
蒙
者
二
五
人
。「
日
が
暮
れ
た
の
で
教
会
堂
に
赴
き
、
晩

課
を
行
う
。
そ
の
あ
と
十
字
架
に
接
吻
を
さ
せ
た
の
だ
が
、
み
な
煙
管
を
吸
う
よ
う
な
音
を
立
て
て
い
た
」（
二
巻
七
六
頁
）。
ニ
コ
ラ
イ
の

日
記
は
面
白
い
。

ニ
コ
ラ
イ
は
日
本
語
の
み
な
ら
ず
、
国
史
、
儒
教
、
神
道
、
仏
教
、
風
俗
習
慣
ま
で
を
学
び
、
国
漢
の
読
書
力
を
習
得
し
た
。
こ
う
し
た

態
度
は
、
士
族
の
英
学
修
業
に
応
え
て
米
英
の
学
術
を
教
え
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
に
は
な
い
特
徴
で
あ
っ
た
。

一
八
七
二
年
二
月
一
三
日
、
仙
台
で
迫
害
が
起
こ
り
、
沢
辺
琢
磨
は
捕
え
ら
れ
入
獄
、
処
分
を
受
け
た
者
は
一
四
〇
余
名
に
及
ん
だ
。
最

初
の
日
本
人
教
会
で
あ
る
日
本
基
督
公
会
が
成
立
し
た
頃
で
あ
る
。
西
に
目
を
転
ず
る
と
、
潜
伏
を
や
め
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
三
三
九
四
名

が
浦
上
四
番
崩
れ
の
迫
害
を
耐
え
忍
ん
で
い
た
（
六
六
二
名
が
死
亡
）。
国
害
と
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
違
い
を
主
張
し
、
文
明
開
化
を

牽
引
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
殉
教
し
な
い
報
国
の
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ざ
し
た
。
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ニ
コ
ラ
イ
は
、
欧
化
主
義
を
背
景
に
教
勢
を
拡
大
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
憤
懣
を
隠
さ
な
い
。「
日
本
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
々
の
文
明
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。（
中
略
）
い
ま
、
日
本
は
、
国
家
と
し
て
の
活
動
を
盛

ん
に
す
る
た
め
の
い
わ
ば
資
源
と
し
て
、
外
国
の
信
仰
を
求
め
て
い
る
。
信
仰
で
も
そ
う
な
の
だ
。
同
じ
目
的
の
た
め
に
は
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
現
世
の
取
引
に
適
し
て
い
る
非
正
教
の
教
え
の
ほ
う
が
、
実
際
に
よ
り
役
立
つ
の
だ
。
そ
こ
に
正
教
の
居
場
所
は
な
い
」（
一
八
八
六

年
一
一
月
三
〇
日
「
日
記
」）。
こ
の
よ
う
な
正
教
を
内
村
鑑
三
は
高
く
評
価
す
る
。「
予
が
ニ
コ
ラ
イ
師
に
対
し
て
殊
に
敬
服
に
耐
へ
な
い

の
は
、
師
が
日
本
伝
道
を
開
始
せ
ら
れ
て
以
来
、
彼
の
新
教
派
の
宣
教
師
の
如
く
文
明
を
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
赤
裸
々
に
最
も
露
骨
に
基

督
を
伝
へ
た
事
で
あ
る
」（「
美
し
き
偉
人
の
死
」、『
正
教
時
報
』
大
正
二
年
二
月
一
〇
日
号
）。

ニ
コ
ラ
イ
は
東
北
巡
回
の
折
り
に
訪
れ
た
仙
台
で
、「
メ
ト
リ
カ
は
き
ち
ん
と
作
っ
て
お
く
よ
う
に
、
公
会
で
よ
く
よ
く
言
っ
て
聞
か
せ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
必
ず
印
刷
し
、
本
の
か
た
ち
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」（
一
八
八
一
年
六
月
一
日
）。
正
教
は
世
代
を
越
え
た

家
の
宗
教
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
メ
ト
リ
カ
（
教
会
籍
簿
）
に
基
づ
い
て
パ
ニ
ヒ
ダ
（
召
天
者
の
た
め
の
祈
り
）
を
行
う
。
パ
ニ
ヒ
ダ
に
つ
い

て
は
、
私
が
在
住
す
る
千
葉
県
印
西
市
で
の
興
味
深
い
経
験
が
あ
る
。
当
地
で
も
ご
く
早
く
か
ら
伝
教
が
始
ま
り
一
八
七
七
年
頃
に
は
教
会

が
成
立
し
て
会
堂
も
建
て
ら
れ
、
ニ
コ
ラ
イ
が
一
八
九
二
年
に
巡
回
し
た
折
に
は
七
八
人
の
信
徒
が
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
太
平

洋
戦
争
期
に
ほ
ぼ
活
動
を
停
止
し
、
会
堂
も
一
九
五
五
年
頃
に
は
取
り
壊
さ
れ
、
メ
ト
リ
カ
も
失
わ
れ
た
。
近
年
、
私
は
ニ
コ
ラ
イ
の
日
記

や
墓
石
か
ら
教
会
の
歴
史
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
不
思
議
な
導
き
で
横
浜
か
ら
司
祭
が
来
て
、
パ
ニ
ヒ
ダ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
少
な

く
と
も
戦
後
六
〇
年
は
教
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
二
つ
の
家
族
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
快
く
墓
前
で
の
祈
り
に
参
加
さ
れ
た
。
二
家
族

一
四
人
の
聖
名
を
繰
り
返
し
唱
え
て
さ
さ
げ
ら
れ
る
祈
り
を
聞
き
な
が
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
日
本
人
を
信
徒
と
す
る
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
教
会
で
あ
る
横
浜
の
日
本
基
督
公
会
が
、
そ
の
規
則
で
あ
る
「
公
会
定
規
」（
一
八
七
二
年
）
に
お
い
て
「
為
死
者
不
求
於
神
為
生
者

可
求
於
神
」
と
し
て
以
来
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
死
者
の
た
め
に
神
に
求
め
ず
、
生
き
て
い
る
者
の
た
め
に
神
に
求
め
、
倫
理
を
重
ん
じ
て

き
た
。
こ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
信
仰
の
先
祖
の
名
前
を
挙
げ
て
神
を
讃
え
、
感
謝
の
祈
り
を
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さ
さ
げ
る
こ
と
は
で
き
る
し
、
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
さ
れ
た
。

ニ
コ
ラ
イ
は
大
槌
に
向
か
う
道
中
で
着
飾
っ
た
宮
参
り
の
人
た
ち
に
出
会
い
、「
民
衆
に
キ
リ
ス
ト
教
を
植
え
つ
け
る
に
あ
た
り
、
こ
の

願
望
を
無
視
す
る
手
は
な
い
」
と
記
す
（
一
八
八
一
年
六
月
一
〇
日
）。
祭
礼
の
行
列
を
見
て
、
除
く
べ
き
偶
像
礼
拝
と
思
う
か
、
伝
道
の

契
機
と
考
え
る
か
の
違
い
は
大
き
い
。
前
述
の
「
公
会
定
規
」
に
は
、「
不
拝
偶
像
而
可
拝
独
一
真
神
」（
偶
像
を
拝
さ
ず
、
独
一
の
真
神
を

拝
す
可
し
）
と
あ
り
、
こ
れ
ま
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
根
幹
で
あ
る
。
明
治
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
鎮
守
の
祭
礼
を
攻
撃
す
る
熱
烈
な
伝

道
を
行
っ
て
拒
絶
さ
れ
、
農
村
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
、
福
音
主
義
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
に
立
つ
教
会
が
、
三
陸
の
山
間
地

や
沿
岸
部
に
定
着
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
に
お
け
る
福
音
の
浸
透
の
指
標
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
の
三
陸
に
お
け
る
復
興
支
援
と

い
う
宣
教
の
働
き
が
続
け
ら
れ
る
中
で
、
一
〇
〇
年
前
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
の
伝
教
に
触
発
さ
れ
、
遠
く
一
〇
〇
年
先
を
も
見
据
え
た
歩
み

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
注

（
1
） 

中
村
健
之
介
監
訳
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
の
全
日
記
』
全
九
巻
、
教
文
館
、
二
〇
〇
七
年
（
以
下
同
様
）。


